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ご報告 「第 30 回 龍谷大学 新春技術講演会」を開催しました！ 
 

 
講演会第 2 部では、理工学部物質化学科

内田欣吾教授から、「自然に学ぶものづくり 
ハスの葉とホウセンカの種飛ばしを模倣し
て」、農学部資源生物科学科 米森敬三教
授から、「伝統素材『柿渋』とその利活用の
新たな展開」と題して、それぞれの研究成果
の一端を発表していただきました。 
 

ポスターセッション会場では、REC による
技術相談の他、理工学部、農学部、各研究
所を中心として、65 件の本学の研究成果が
展示されました。各ブースでは、教員のみな
らず、学生が積極的に本学での研究につい
て来場者に説明を行いました。今回は、
REC レンタルラボ入居企業のうち、4 社が出
展し、自社の事業内容をアピールしました。 
 

懇親交流会では、三日月大造滋賀県知
事にご挨拶をいただき、新春の和やかな雰
囲気のなか、産官学の参加者が交流を深め
ました。当日は、総勢約 350 名の参加をい
ただき、盛況のうちに閉会しました。 

 

 

ご報告 REC コミュニティカレッジの絵手紙講座の受講生による「伏見巡り～新春展」が
開催されました！ 

 
毎年恒例行事となっている REC コミュニティカレッジ講

座「絵手紙－絵手紙でワクワクドキドキ－」の受講生によ

る絵手紙展が、深草キャンパス紫光館 5 階で 12 月 20 日

～1 月 17 日の期間、開催されました。 
今年度は干支の亥（いのしし）をはじめ、伏見瓦などを

題材にしたカレンダーや絵手紙が多数展示され、紫光館

のフロアが新春らしい華やいだ雰囲気となりました。 

 

1 月 16 日（水）、新年の恒例行事である新春技術講演会をびわ湖大津プリンスホテルに
て、研究部と合同で開催しました。第 30 回の節目となる今回は、「課題への挑戦、科学で拓く
新たな未来」をテーマとし、内容を充実して実施しました。 

 
講演会第 1 部では、近畿経済産業局 地域経済部次長 大西宏志様よりご挨拶いただいた

後、瀬田学舎開学 30 周年記念講演として、入澤崇学長に「科学と仏教」と題し登壇いただきま
した。基調講演は、パナソニック株式会社 執行役員 藤井英治様から、「総合電機メーカーの
挑戦 社会課題に向き合うソリューションカンパニーを目指して」、続いて、農学部食品栄養学
科伏木亨教授から、「おいしさの構造と客観的評価法の開発」と題してお話いただきました。 
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ご報告 京都市南区役所「京野菜×京都肉マルシェ」に経営学部、国際学部学生が参
加しました！ 

11 月 25 日（日）、イオン洛南ショッピングセンターで「京都菜×京都肉マルシェ」が開催
され、経営学部「演習」（担当：野間圭介教授）、国際学部専攻科目「国際文化実践プログ
ラムⅡ（人類学フィールドワーク）」（担当：鈴木滋教授）の学生が、ブース出展をしました。 

このイベントは、地元産の京野菜や活力ある地元企業といった魅力ある地域資源につ
いて、南区民がさらに愛着を持つことを目的に，南区にある食肉専門の卸売市場である京
都市中央食肉市場の協力のもと、開催されたものです。 

経営学部「演習」では、イベント当日、京野菜、京都肉、そして南区の伝統などについ
て、認知度調査を行い、統計的な分析を行った上で、1 月 16 日（水）に、南区役所地域力
推進室の職員をお招きし、報告会を行いました。 

国際学部「国際文化実践プログラムⅡD 人類学フィールドワーク」では、京都市伏見区
や南区、下京区などにある、京野菜の関連施設や豆腐店などを学生と教員が実地調査
し、京野菜の栽培農家の現状や、京野菜が料理店でどのようにつかわれているのか、京
都の名水や井戸の利用実態などを調査し、パネル展示及び地域の人たちを対象としたア
ンケートを行いました。 

 
 
 

ご報告 
龍谷大学×滋賀県中小企業団体中央会 連携イベント「魅力ある中小企業経

営者と龍谷大学の交流会」を開催しました！ 
1 月 18 日（金）、龍谷大学×滋賀県中小企業団体中央会 連携イベント「魅力ある中小企業経営者と龍谷大学の交流会」を開

催しました。 
第 1 部の「報告会」では、昨年の 8 月末～11 月末の間、滋賀県内に事業所を置く中小企業 10 社に、経営学部の細川孝ゼミ 2

回生 20 名と理工学部の森正和講師が呼びかけて集った機械システム工学科 1 回生の学生有志 4 名が訪問し、工場見学や経営
者インタビューを実施した結果を取りまとめ、「中小企業の魅力」として発表しました。 

第2部の「意見交換会」では、グループに分かれ、企業経営への抱負や、大企業にはない中小企業の魅力を学生に伝えていた
だき活発な議論を行いました。 

また、第 3 部として、立食形式の「交流懇親会」を REC レストランにて開催しました。 
今回の交流会には、企業側と学生を中心として総勢 100 名を超える参加者が集まりました。、学生からは「中小企業の魅力が

伝わった」「中小企業に対する認識が変わった」「経営者の方との話はとても興味深く、時間が足りないくらいだった」等のコメント
がありました。 

REC では、今後も滋賀県中小企業団体中央会との連携を深め、様々な事業に取り組んでいく予定です。 

ご報告 龍谷ジュニアキャンパス「ラグビー教室」を開催しました！ 
1 月 19 日（土）、龍谷大学南大日グラウンドにおいて、龍谷ジュニアキャンパス 

「ラグビー教室」を開催しました。 
準備体操の後、ボールを使っての鬼ごっこで身体を温めました。パス練習やボール 

繋ぎなどを通してボールに親しみ、最後はラインアウトでのリフト体験を行いました。 
好天気の中、小学生達は元気に伸び伸びと大学生とラグビープレーに親しみました。 

お知らせ 2 月の REC の活動 
2 月 2 日（土） 龍谷大学福祉フォーラム 第 16 回共生塾「農福連携と地域社会の共生」〈瀬田キャンパス〉 
2 月 02 日（土） 龍谷ジュニアキャンパス「バスケットボール教室」〈深草キャンパス〉 
2 月 6・14・20 日龍谷大学 REC イノベーションカレッジ「やさしい高分子 高分子材料の基礎と応用製品」〈瀬田キャンパス〉 
2 月 7 日（木） 第 6 回 REC BIZ-NET 研究会「SDGs（持続可能な開発目標）がもたらす新しいビジネスモデル」〈大阪梅田キャンパス〉 
2 月 9 日（土） びわ湖の日 滋賀県提携龍谷講座 in 大阪『琵琶湖と人の様々な関わり』〈大阪梅田キャンパス〉 
2 月 9 日（土） 龍谷ジュニアキャンパス「バレーボール教室」〈深草キャンパス〉 
2 月 16 日（土） 龍谷ジュニアキャンパス「陸上教室」〈瀬田キャンパス〉 
2 月 17 日（日） 龍谷ジュニアキャンパス「フラッグフットボール教室」〈瀬田キャンパス〉 
2 月 19 日（火） 第 7 回 REC BIZ-NET 研究会「土壌汚染に立ち向かう農業」〈瀬田キャンパス〉 
2 月 23 日（土） REC コミュニティカレッジ東京「親鸞の心のうた「正信念仏偈」に学ぶ」〈明治大学駿河台キャンパス〉 
 
＜前号の訂正（No.138）＞ 

12 月 25 日発行の REC News Letter No.138 に掲載しました「お知らせ 1 月のＲＥＣの活動」におきまして、以下の誤りがござ
いましたので、お詫びして訂正いたします。 

 （龍谷講座の開催場所） 誤） 深草町家キャンパス 
                 正） 21 号館 603 教室 


